
日本アイスランド協会創立30周年おめでとうございます
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日本アイスランド協会創立 30 周年

世
界
初
の
女
性
大
統
領
が
ド
ア
を
開
い
た

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
30
年
の
軌
跡

レイキャビクの公園に日本の桜 50本を植樹、市民のオアシスに

国会議員の47％以上が女性、企業の代表 44％が女性、夫の育児休暇が法制化 80％の女性が働いている国

開
設
20
年
を
迎
え
た
東
京
港
区
高
輪
の
駐
日
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館

駐日アイスランド共和国大使館開設20周年
祝
祝

　「男女平等、世界一」「平和な国、世界一」「老後住みたい国、世界一」「世界一、汚職が少ない国」「インターネット
普及率、世界一」「化石エネルギーゼロのエコ大国」など、様々な分野で世界ランキング１位にランクされている
国がある。北欧５か国の一つアイスランド共和国だ。国土は北海道と四国を合わせたほどで、人口も約36万人の
小国だが「平和・平等・環境・福祉」など、学ぶべき点の多い文化国家である。このアイスランドを友好国として親
善を重ねてきた日本アイスランド協会（安野清会長）がきょう10月14日、創立30周年を迎えた。一方、駐日アイ
スランド共和国大使館（ステファン・ホイクル・ヨハネソン大使）も大使館開設20周年を迎えて「さらなる30年」
に向け両国の友好親善の輪を広げることになった。　　  　〈脇田巧彦（初代事務局長・2代目会長・現名誉会長）〉

　

本
日
、
日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
創
立

３０
周
年
と
、
駐
日
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
使
館

開
設
２０
周
年
を
迎
え
、
ヨ
ハ
ネ
ソ
ン
大
使

共
々
、
当
協
会
員
が
集
い
、
友
情
を
分
か

ち
合
え
る
こ
と
は
至
上
の
喜
び
で
す
。

　

先
人
た
ち
の
先
見
の
目
と
ご
尽
力
に
よ

り
、
つ
つ
が
な
く
３０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
当
協
会
の
４
代
目
会
長
に
就
任
し

た
２
０
１
７
年
８
月
に
１８
人
の
協
会
員
と

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
訪
問
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

の
大
自
然
や
街
並
み
、
観
光
名
所
、
漁
港
、

工
場
な
ど
を
見
学
。
ヨ
ハ
ネ
ソ
ン
大
統
領

は
じ
め
商
工
会
議
所
や
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
日

本
協
会
の
方
々
と
親
し
く
話
し
合
い
を
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
手
あ
か
の
つ

い
て
い
な
い
広
大
な
大
自
然
を
守
り
抜
く

た
め
に
、
官
民
が
手
を
携
え
て
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
推
し
進
め
、
世
界
に

冠
た
る
エ
コ
大
国
、
観
光
立
国
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

一
方
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
「
世
界
一
平

和
な
国
」「
世
界
一
男
女
平
等
な
国
」
ま

た
「
老
後
住
み
た
い
国
」
で
も
ト
ッ
プ
ラ

ン
ク
に
あ
り
、
平
和
・
環
境
・
福
祉
な
ど

で
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
文
化
先
進
国

家
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
「
新
た
な
３０
年
に
向
け
て
」

こ
の
素
晴
ら
し
い
友
好
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

の
市
民
と
、
日
本
の
市
民
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
な
ど
に
よ

り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

カ
ル
チ
ャ
ー
、エ
ン
タ
メ
、ア
ニ
メ
、映
画
、

伝
統
芸
能
、
伝
統
工
芸
、
歴
史
、
グ
ル
メ
、

ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
武
道
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
交
流
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
両
国
民
が
相
互
訪
問
す
る
こ
と

で
、
新
時
代
の
友
好
親
善
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
会

員
の
入
会
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。
そ
し

て
、
協
会
員
一
同
の
さ
ら
な
る
協
力
と
支

援
で
「
新
生
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
」
を
育

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
た
と
え
近
く
に
住
ん
で
い

た
と
し
て
も
、
悪
い
友
人
の
と

こ
ろ
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
て

曲
が
っ
た
道
だ
。
し
か
し
、
ど

ん
な
に
長
い
道
の
り
で
あ
っ
て

も
良
い
友
人
と
こ
ろ
ま
で
の
道

の
り
は
容
易
い
も
の
で
あ
る
」

　

こ
の
古
代
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の

詩
「Hávamál

（
ハ
ー
ヴ
ァ
マ

ル
）」
と
い
い
、
私
た
ち
日
本

と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
友
情
を
表

現
で
き
て
い
る
詩
だ
と
思
い
ま

す
。日
本
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、

地
球
の
反
対
側
に
位
置
し
、
遠

く
離
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち

が
良
い
友
人
関
係
を
築
け
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
両
国
間
の
道
の

り
は
近
し
い
も
の
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

両
国
の
友
好
関
係
は
急
速
に

発
展
し
、
そ
れ
は
ヴ
ィ
グ
デ
ィ

ス･

フ
ィ
ン
ボ
ガ
ド
ッ
テ
ィ
ル

前
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
統
領
の
訪

問
や
、
最
近
で
は
グ
ズ
ニ･

ヨ

ハ
ネ
ソ
ン
大
統
領
、
外
務
大
臣

や
そ
の
他
の
閣
僚
の
訪
問
な

ど
、
高
官
の
相
互
訪
問
が
頻
繁

に
行
わ
れ
、
様
々
な
文
化
交
流

と
い
っ
た
も
の
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
と
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
の
貿
易
関
係
は
拡
大
し
て
お

り
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
日
本
を

最
も
重
要
な
貿
易
相
手
国
の
ひ

と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
の

３０
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
今

年
は
弊
大
使
館
と
在
氷
日
本
大

使
館
の
両
方
が
開
設
さ
れ
て
か

ら
２０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政
府
を
代
表

し
、
日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会

の
設
立
者
や
会
員
の
皆
様
、
両

国
の
友
好
的
で
温
か
い
関
係
醸

成
の
た
め
の
献
身
的
な
尽
力
に

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
の

創
立
３０
周
年
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
両

国
の
友
好
関
係
の
促
進
に
向
け

た
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会

の
創
立
３０
周
年
に
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

関
係
は
極
め
て
良
好
で
す
。

基
本
的
価
値
を
共
有
す
る
日

本
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
気

候
変
動
、
北
極
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
国
際
社
会

に
お
け
る
共
通
の
課
題
へ
の

対
応
に
お
い
て
緊
密
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
地
理
的

に
は
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て

い
ま
す
が
、
水
産
大
国
・
火

山
国
と
し
て
日
本
と
多
く
の

類
似
点
が
あ
り
、
私
た
ち
日

本
人
に
と
っ
て
、
新
鮮
で
あ

る
と
同
時
に
親
近
感
も
覚
え

る
国
で
す
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

も
日
本
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
ま
す
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で

は
、
多
く
の
大
学
生
が
日
本

語
を
履
修
し
、
車
や
ア
ニ
メ

を
は
じ
め
と
す
る
「
日
本
ブ

ラ
ン
ド
」
は
国
民
に
広
く
浸

透
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８

年
に
は
両
国
の
間
で
ワ
ー
キ

ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
制
度
も
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
日
の
国
会
議
員
選
挙
で

半
数
近
く
を
女
性
議
員
が
占

め
る
な
ど
女
性
の
社
会
進
出

や
、
世
界
有
数
の
地
熱
発
電

を
有
す
る
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い

て
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
先
進

国
で
す
。
こ
の
よ
う
な
点
も

含
め
、
日
本
が
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
多

く
、
両
国
の
協
力
は
今
後
一

層
拡
大
し
て
い
く
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
二
国
間
の
関
係

を
発
展
さ
せ
る
上
で
、
国
民

同
士
の
交
流
は
基
礎
で
あ

り
、
こ
う
し
た
交
流
に
長
年

に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
て
き
た

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
の

活
動
に
改
め
て
敬
意
を
表
す

る
と
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
御
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

　

創
立
３０
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
何

年
に
も
わ
た
っ
て
日
本
に
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
文
化
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
か
ら

寄
贈
い
た
だ
い
た
５０
本
の
桜
の
木
を

見
な
が
ら
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
フ
リ

ョ
ム
ス
カ
ラ
ガ
ル
ズ
ル
公
園
を
歩
く

度
に
、
貴
協
会
の
ご
好
意
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
近
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
「
男
女
平
等
」
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
で
１２
年
連
続
世
界
一
な
ど
、日
本
の
メ
デ
ィ

ア
で
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
歴
史
は
１

９
７
５
年
１０
月
２４
日
の
「
女
性
の
休
日
」
と
呼
ば
れ

る
大
規
模
ス
ト
ラ
イ
キ
に
始
ま
る
。
男
女
の
給
与
差

別
や
性
別
の
役
割
分
担
に
抗
議
し
、
国
中
の
女
性
が

ス
ト
ラ
イ
キ
。
仕
事
や
家
事
を
放
棄
し
て
街
に
出
て

ゼ
ネ
ス
ト
。
も
と
も
と
が
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
国
で
男

性
天
国
だ
っ
た
が
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
「
女
性
が

い
な
い
と
一
日
も
国
が
も
た
な
い
」
と
、
反
省
。

　

翌
７６
年
に
は「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
法
」が
制
定
さ
れ
、

８０
年
に
は
民
選
に
よ
る
初
の
女
性
大
統
領
が
誕
生
。

２
０
１
０
年
に
は
国
会
議
員
と
公
共
の
委
員
会
の

４０
％
以
上
を
女
性
に
す
る
と
い
う
ク
オ
ー
タ
ー
制
を

導
入
。
閣
僚
も
１１
人
中
５
人
が
女
性
。
現
在
の
カ
ト

リ
ー
ン
・
ヤ
コ
ブ
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
首
相
は
４５
歳
。
２

人
目
の
女
性
首
相
だ
。
こ
の
よ
う
に
社
会
の
意
思
決

定
す
る
場
に
多
く
の
女
性
が
い
て
、
社
会
を
変
革
し

て
き
た
。
結
果
、
企
業
代
表
の
４４
％
が
女
性
。
大
学

の
卒
業
生
の
６６
％
が
女
性
。
夫
の
育
児
休
暇
の
取
得

が
法
制
化
さ
れ
て
お
り
、
８０
％
の
女
性
が
働
い
て
い

る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
場
合
も
フ
ル
タ
イ
ム
と

同
一
労
働
、
同
一
賃
金
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

　

埼
玉
も
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
は
少
な
か
ら
ず
の
つ
な

が
り
が
あ
り
、
２
０
０
７
年
６
月
に
浦
和
市
の
日
本

料
理
店
「
千
佳
勢
」
で
、
協
会
と
駐
日
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
大
使
館
共
催
に
よ
る
「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
料
理
フ
ェ

ア
」
を
開
催
。
市
民
と
共
に
土
屋
義
彦
日
ア
協
会
名

誉
会
長
、
上
田
清
司
知
事
、
オ
ー
ス
カ
ー
ソ
ン
大
使

が
列
席
。ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
空
輸
し
た
食
材
を
使
っ

た
料
理
を
披
露
し
た
。

　

２
０
１
９
年
１１
月
に
は
、
鴻
巣
市
で
「
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
エ
ー
リ
ン
駐
日
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
大
使
と
元
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
日
本
国
大
使

で
、
現
外
務
省
文
化
交
流
審
議
官
・
志
野
光
子
さ
ん

が
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
男
女
平
等
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１

位
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
「
女
性
が
率
先
し
て
社
会
参

加
し
、
改
革
す
る
風
土
が
あ
り
ま
す
」
と
、
エ
ー
リ

ン
大
使
が
女
性
の
行
動
力
を
紹
介
。
参
加
し
た
市
民

や
大
野
元
裕
知
事
も
男
女
共
同
参
画
の
重
要
性
を
訴

え
る
エ
ー
リ
ン
大
使
に
共
感
し
て
い
た
。

　

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
が
設
立
さ
れ
た
１

９
９
１
年
当
時
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
使
館
は
ま

だ
日
本
に
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、大
洋
漁
業（
現

マ
ル
ハ
）
本
社
に
総
領
事
館
が
置
か
れ
て
い
て
、

日
本
を
含
め
て
何
か
国
か
を
担
当
す
る
大
使
が

年
に
数
度
来
日
す
る
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

１
９
９
９
年
に
な
っ
て
、
小
渕
恵
三
総
理
が

北
欧
首
脳
会
談
で
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
訪
問
。
グ

リ
ム
ソ
ン
大
統
領
、
オ
ッ
ド
ソ
ン
首
相
と
会
談

し
「
２
０
０
０
年
に
日
本
で
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
大
使
館
を
開
設
す
る
」
こ

と
で
合
意
。
２
０
０
１
年
１０
月
２５
日
に
、
東
京

港
区
高
輪
に
ア
国
大
使
館
が
開
設
さ
れ
２０
年
が

経
過
し
た
。

　

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
の
音
頭
で
１
９
９
１
年
１０
月

１４
日
、
東
京
渋
谷
の
東
急
文
化
会
館
（
現
渋
谷

ヒ
カ
リ
エ
）で
創
立
総
会
を
開
き
設
立
さ
れ
た
。

　

創
立
総
会
は
、
牧
内
節
男
東
京
本
社
社
長
、

初
代
名
誉
会
長
の
土
屋
義
彦
参
議
院
議
長
、
初

代
会
長
の
渡
辺
淳
一
氏
（
作
家
・
医
学
博
士
）

ら
が
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
世
界
初
の
女
性
大
統

領
ヴ
ィ
グ
デ
ィ
ス
・
フ
ィ
ン
ボ
ガ
ド
ッ
テ
ィ
ル

女
史
を
お
迎
え
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

以
来
同
協
会
は
８
回
に
及
ぶ
親
善
訪
問
団
を

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
派
遣
し
、
映
画
、
歌
舞
伎
、

日
本
舞
踊
、
茶
道
、
書
道
、
空
手
な
ど
の
日
本

文
化
を
紹
介
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
も
物
産
、

絵
画
、
映
画
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
の
文
化
使
節
団

が
来
日
、
各
地
で
公
演
を
行
っ
た
。

　

９４
年
３
月
に
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
独

立
５０
周
年
を
記
念
し
て
協
会
主
催
の
国
際
親
善

サ
ッ
カ
ー
を
宇
都
宮
で
開
催
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
柏
レ
イ
ソ
ル
が
対
戦

し
、
約
２
万
人
を
動
員
。
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
・
オ
ッ

ド
ソ
ン
首
相
も
応
援
に
か
け
つ
け
た
。

　

２
０
１
１
年
に
は
、
日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協

会
創
立
２０
周
年
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
日
本
協
会
創

立
３０
周
年
を
記
念
し
て
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
首

都
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
公
園
に
日
本
の
桜
５０
本
を

植
樹
。
１０
年
た
っ
た
今
も
１
本
も
枯
れ
る
こ
と

な
く
桜
の
満
開
時
に
は
市
民
と
在
留
日
本
人
が

花
見
の
宴
を
開
く
な
ど
、
市
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
。
植
樹
祭
に
参
加
し
た
筆
者
に

と
っ
て
も
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
お
互
い
困
っ
た
と
き
に
助
け
合
う
」
で
、
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
の
英
語
教
師
エ
リ
ン
さ
ん
を
狭
山

市
の
西
武
学
園
文
理
小
学
校
の
教
師
に
斡
旋
す

る
な
ど
人
的
交
流
も
行
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
に
よ
り
、
協
会
は
「
外
務
大
臣
表
彰
」

を
受
け
た
。

　

２
０
１
７
年
８
月
に
は
、
安
野
清
会
長
（
ベ

ル
ー
ナ
社
長
）
を
団
長
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
訪

問
。
ヨ
ハ
ネ
ソ
ン
大
統
領
や
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

商
工
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
と
会
談
。
両
国
の
経

済
交
流
、
定
期
便
の
早
期
開
設
、
安
野
会
長
の

ベ
ル
ー
ナ
に
よ
る
和
式
ホ
テ
ル
の
建
設
な
ど
に

つ
い
て
、
意
見
を
交
換
し
有
意
義
だ
っ
た
。

日
本
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た

50
本
の
桜
の
木
は
市
民
の
宝
物
で
す

日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会　
安
野 

清
会
長 

メ
ッ
セ
ー
ジ

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
日
本
協
会　
グ
ズ
ル
ン
・
ヘ
ル
ガ
・

ハ
ル
ド
ル
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

両
国
の
友
好
関
係
は
急
速
に
発
展

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ホ
イ
ク
ル
・
ヨ
ハ
ネ
ソ
ン
氏

（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
駐
日
大
使
）

二
国
間
の
発
展
は
国
民
同
士
の
交
流
が
基
礎

吉
田
昌
弘 

氏（
外
務
省
・
欧
州
局
西
欧
課
長
）

男
女
平
等
世
界一、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

女
性
た
ち
の
運
動
の
歴
史

　

世
界
が
注
目
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

男
女
平
等
、世
界
一

平
和
な
国
、世
界
一

老
後
住
み
た
い
国
、世
界
一

世
界
初
の
女
性
大
統
領
、を
生
ん
だ
国

女
性
首
相
二
人
、を
生
ん
だ
国

世
界
一
、汚
職
が
少
な
い
国

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
、世
界
一

世
界
初
の
民
主
議
会
開
設（
西
暦
９
３
０
年
）の
国

教
育
予
算
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
、世
界
一

相
対
的
貧
困
率
、世
界
最
低

電
力
は
、水
力
と
地
熱
発
電
で

ミ
ス
ワ
ー
ル
ド
３
人
、誕
生
の
国

世
界
初
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、設
置
の
国

世
界
最
大
級
の
露
天
温
泉
、の
あ
る
国

「
新
た
な
30
年
」に
向
け
、オ
ン
ラ
イ
ン
等
に
よ
る
草
の
根
交
流
で
、さ
ら
な
る
親
睦
を
！

レイキャビクの大統領公邸で安野会長ら（中央左）訪問団を
温かく迎えたヨハネソン大統領（中央右）

アイスランド共和国大使館

安
野
会
長
と
ヨ
ハ
ネ
ソ
ン
大
統
領

親日家のヴィグディス大統領は
５回来日。皇太子殿下（今上天皇）
もお出迎え。

志野審議官（左）とエーリン大使
（右）と懇談する大野知事。

首都レイキャビクの公園に記念の桜の木
を植樹する左からラグナル・ア日協会会長、
脇田・日ア協会会長、ヨーン市長。


